
デジタル終活について



自分が死んだら、パソコンやスマートフォンのデータはどうなるのでしょうか？

残された家族にもめごとが起きないようにデジタル分野に気を配り、日頃から対策を考えておくことが必
要となります。

「デジタル終活」とは、デジタル分野の終活のことをいい、一般的にデジタル

遺品といわれるものを整理しつつ、終活全体を考えていくことを総称して呼びます。

本質的には、従来の終活とデジタル終活に大きな差はありませんが、苦手意識がある人が多いのも事
実です。

また、デジタルデータに関わるトラブルに直面しやすいのは、

デジタル分野に不慣れな高齢者ではなく、日常的にデジタル機器を

使う４０～５０代と言われています。

普通の「終活」の認知度が９０％を超えているにもかかわらず、「デジタル終活」

を知っていると答えた人の割合は30％程度と言われています。

デジタル終活とは



デジタル遺品 普通の遺品

資産
ネット銀行・ネット証券の口座、
仮想通貨やFX資産、マイル、スマ
ホ決済のチャージ額など

現金、窓口の銀行や証券の口座、
保険証券など

交友関係
SNS、メール、スマホ・パソコン
内の連絡帳

手紙、電話帳、住所録

思い出関係 スマホ・パソコン内の写真データ 写真、アルバム、日記帳

その他
アプリ・ゲーム、動画配信などの
オンラインサービス、電子書籍な
ど

家財、衣料品、雑貨など

「デジタル遺品」と普通の遺品と違って、実体が見えにくく、遺族による

把握や管理が難しいのが現実。

デジタル遺品とは



総務省の調べでは、個人のインターネット利用率が2019年で89.8％、となっており、特に2018年
あから2019年の1年間で10％と大きく伸びているとが分かり、誰もがインターネットを使う時代と
なっています。

なぜデジタル終活が必要なのでしょうか？

・終活の準備について、多くの人が財産整理を意識していますが、特にPC整理などの苦手
意識も持っている人が多くいることが現状となっています。

・財産とともに、生前の秘密などの情報も守りたい！

→まずはデジタル終活の全体像をつかむことが大事となります。

→オフラインとオンラインの情報と知識も必要です。

→仕分け（整理）についてのコツをつかむことがポイントです。



さらに、年代別で見てみても、69歳以下のインターネット利用率は90％を
超えていますが、70歳以上の年代でもここ1年間で急激に利用率が伸びてい
ることが分かるかと思います。

現代社会において、デジタル機器は「生活や暮らしに欠かせない存在」と
なっていることがわかります。

誰もが「デジタル終活」を意識しないといけない時代に突入しています。



現代社会において、スマホは生活に必要なアイテムとなっています。

・知人とすぐに連絡がとることができる。

・コンビニ等で買い物をしたときにスマホで決済する。

・待ち合わせをするときにＬＩＮＥ等でやり取りを行う。

・電車に乗るときにアプリで時刻表を調べる。等

皆さんの中にもスマホを一日でも家に忘れてしまったら、不安になってし
まう方も多いと思います。

生活に必需品となっているスマホだからこそ、ご自身がしっかり管理する
重要性が高くなっており、将来的にデジタル終活にも繋がります。

まずは、「ご自身が何かあった時に困らないようにする」ことが、「大切
な家族を困らせないようにする」ことに繋がります。

次のページではある家族の事例を紹介します。

スマホがない生活が想像できますか？



娘：お父さん、急に逝っちゃったね。

息子：連絡先も、通帳も、写真も、

…全部この中みたいだね。

娘：どうやったら、中がみられるの？

息子：…やってみたけど、ロックが

かかっていて、開かないよ。

娘：お葬式も迫ってるし、どうしたらいの？

妻：お父さんの手帳や大事な書類を見ている

のだけど、ロックを解除する手掛かりが

何も残されていないの…。

事例：デジタル遺品の悲劇



こちらは、ある家族に実際に起きた事例です。

５０代のお父さんが急逝し、家族が知人の連絡先やお金を管理している銀行
を確認しようとしたところ、すべてスマホやパソコン上で管理しているよう
でした。

銀行等を含めたパスワードはもちろん、スマホやパソコンを開くパスワード
が記載されたメモなども一切残っておらず、大変困惑しています。

こういった事例は今後増えると思いますが、現状では、
たとえ家族であっても携帯会社に頼んでスマホを開くア
カウント情報を教えてもらうことはできません。

今のスマホは、指や顔などの「生体認証」や「高度な暗
号化」に守られており、ログインアカウントを知らない
第三者がアクセスすることは不可能となっています。

万が一のことを考えると、今すぐにでもスマホやパソコ
ンの管理が必要であるということはイメージできると思
います。



特に、今はスマホは「生きるための鍵」としても最重要な機器となっています。

万が一のことがあった場合、遺族は必ずスマホやパソコンを開こうとします。
それは、遺族にとっても大切な物が入っているからです。

スマホやパソコンさえ開くことができれば、残した記録を調べて、デジタル資
産の内訳を知ることができます。

また、アカウントのパスワードが不明でも、本人メールやSNSを使えば、パス
ワードの再発行もできますので、SNSに訃報を掲載することも可能です。

現在のスマホは、ログイン情報が分からないと開くことができず、最新の機種
では、専門の業者に高額の費用をかけて依頼しても不可能になるケースが多い
です。

最低限スマホやパソコンを開く
「ログイン情報」を伝える準備だけはしておく

デジタル終活のポイント①



スマホの中身を「見える化」してみる
ご自身の「スマホ」を出して画面を見てみましょう！

１．金融系（銀行、株、仮想通貨、FX、電子マネーなど）

２．検索サービス系（Google、Yahoo！など）

３．SNS系（Facebook、LINE、インスタグラム、

Twitterなど）

４．ショッピングサイト系（楽天、Amazon、メルカリなど）

５．エンターテインメント系

（ゲーム、動画配信サイト、YouTube、Kindleなど）

６．ショップ系（航空系マイレージ、家電サイト、Tポイントなど）

７．電子メール

８．その他（写真や画像、音楽データなど）

ご自身がスマホで使用しているアプリやデータなどをすべて確認してみましょう。

デジタル終活のポイント②



「見える化」してから「断捨離」

スマホの中に入っている「アプリ」や「データ」を列挙してみてみましょう。

Excelなどに入力しておき、列挙する際には、「アカウント名（アプリ）」、ロ
グイン情報「メールアドレスやID」、パスワードも一緒に記載しておくとさら
に管理しやすくなります。

列挙してみると、アプリやデータの中には「頻繁に使用している」、「時々使
用している」、「全く使用していない」と分類することができると思います。

全く使用していないアプリやデータに関しては、削除しましょう。

ほとんど使用していないアプリから「個人情報漏洩のリスク」があるアカウン
トがあるかもしれません。

デジタル終活を開始するには、「アプリ」や「データ」を列挙して、「断捨
離」つまり「不要なサービスを退会して削除」することも重要です。

デジタル終活のポイント③



アカウントやデジタル資産の重要度に応じた安全対策をする

大切なアカウントを安全に保管して使用するためには、セキュリティを高める
ことが大切です。

危険なままのアカウントは継承するどころか、悪用されて被害を受けるかもし
れません。

最悪の場合、自分だけではなく、残された家族にまで被害が及ぶ「負のデジタ
ル資産」になりかねません。

デジタル終活の大切なプロセスとして、重要なアカウントを「簡単なパスワー
ドや使いまわしパスワードを使用していないか」見直すことも大事になります。

デジタル終活のポイント④



アカウントやデジタル資産は安全な場所に確実な方法で保管する
多数のパスワードを覚えることは普通の人には不可能です。

また、不確かなアカウント情報では、安全に継承することはできません。

最適な方法として、便利なツール「パスワード管理ツール」を使用して一括管
理しましょう。

こうしておけば継承も安全確実です。

また、デジタル遺品となるデジカメデータを始めとするデジタルコンテンツは、
安全な方法で保管されていないと継承できません。保管方法もしっかり見直し
ましょう。

デジタル終活のポイント⑤



大切な方へデジタル資産を継承するため、記録を残し、受け渡す
準備をする

整理して、安全な保管方法と保管場所を確保したら、いよいよデジタル遺品を
継承するための手段を整えます。

①スマホやパソコンのID、パスワードなど重要なデジタル機器のアクセス方法

②各種アカウントの内容と保管場所

③デジタル遺品となるデジタル写真データの保管場所

④ご自身がどうしてほしいのかの遺志

などを整理して、エンディングノートにまとめ、安全な方法で保存しましょう。

注意点

①「IDやパスワード」等のアカウント情報だけは容易に閲覧できるノートなどへ記載しない。

②流出や誤読を避けるため、WordやExcelなどのデジタルファイルに書き出して、安全なとこ
ろに保存するようにする。

デジタル終活のポイント⑥



以上、デジタル終活の必要性についてお話しをしてきました。

いまや、デジタル資産は私たちの生きた証となっています。失われることがないように少しずつでも
デジタル終活を進めることが必要となります。

特にスマホやパソコンを開く「ログイン情報」だけでも、万が一のことがあっても家族に伝えることが
できるように準備しておきましょう！

デジタル終活まとめ


